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平成２６年第１回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第４号（平成２６年３月１３日）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第２号 平成２６年度三沢市一

般会計予算

第２ 議案第３号 平成２６年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第３ 議案第４号 平成２６年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第４ 議案第５号 平成２６年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第５ 議案第６号 平成２６年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第６ 議案第７号 平成２６年度三沢市介

護保険特別会計予算

第７ 議案第８号 平成２６年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算

第８ 議案第９号 平成２６年度三沢市水

道事業会計予算

第９ 議案第10号 平成２６年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

─────────────────

日程第１から日程第９までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（補正予算審査特別委員会審査報告）

第10 議案第11号 専決処分の承認を求め

ることについて

（平成２５年度三沢市一般会計

補正予算（第４号））

第11 議案第12号 平成２５年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）

第12 議案第13号 平成２５年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

第13 議案第14号 平成２５年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

４号）

第14 議案第15号 平成２５年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第３

号）

第15 議案第16号 平成２５年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

第16 議案第17号 平成２５年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

４号）

─────────────────

日程第１０から日程第１６までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第17 議案第18号 三沢市予防接種健康被

害調査委員会条例の制定につい

て

第18 議案第19号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第19 議案第20号 三沢市東日本大震災に

係る漁業用償却資産に対する固

定資産税の特例に関する条例の
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制定について

第20 議案第21号 三沢市高齢者住宅整備

資金貸付条例を廃止する条例の

制定について

第21 議案第22号 三沢市障害者団体活動

センター条例の制定について

第22 議案第23号 三沢市心身障害者住宅

整備資金貸付条例を廃止する条

例の制定について

第23 議案第24号 三沢市商工会館条例及

び三沢市労働福祉会館条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第24 議案第25号 三沢市コミュニティ

マーケット条例の一部を改正す

る条例の制定について

第25 議案第26号 三沢市消防長及び消防

署長の資格を定める条例の制定

について

第26 議案第27号 三沢市消防本部手数料

条例の一部を改正する条例の制

定について

第27 議案第28号 青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について

第28 議案第29号 市道の路線の廃止につ

いて

第29 議案第30号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

日程第１７から日程第２９までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第30 議案第31号 三沢市監査委員の選任

につき同意を求めることについ

て

─────────────────

日程第３０の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第31 議案第32号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第３１の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（総務文教常任委員会請願審査報告）

第32 請願第１号 特定秘密保護法の撤廃

を求める意見書採択の請願

─────────────────

日程第３２の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

第33 基地対策特別委員会報告

第34 新エネルギー導入促進特別委員会報

告

第35 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

第36 民生常任委員会所管事務調査報告

第37 常任委員会委員の改選

第38 議会運営委員会委員の改選

第39 議員提出議案第１号 基地対策特別

委員会の設置について

─────────────────

日程第３９の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論
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５．採 決

─────────────────

第40 特別委員会委員の選任

第41 議員提出議案第２号 閉会中におけ

る所管事務調査の実施について

（総務文教常任委員会）

─────────────────

日程第４１の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第42 議員提出議案第３号 閉会中におけ

る所管事務調査の実施について

（産業建設常任委員会）

─────────────────

日程第４２の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第43 議員提出議案第４号 閉会中におけ

る所管事務調査の実施について

（民生常任委員会）

─────────────────

日程第４３の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第44 議員提出議案第５号 閉会中におけ

る継続審査について

（議会運営委員会）

─────────────────

日程第４４の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第２号 平成２６年度三沢市一

般会計予算

第２ 議案第３号 平成２６年度三沢市国

民健康保険特別会計予算

第３ 議案第４号 平成２６年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算

第４ 議案第５号 平成２６年度三沢市農

業集落排水事業特別会計予算

第５ 議案第６号 平成２６年度三沢市下

水道事業特別会計予算

第６ 議案第７号 平成２６年度三沢市介

護保険特別会計予算

第７ 議案第８号 平成２６年度三沢市後

期高齢者医療特別会計予算

第８ 議案第９号 平成２６年度三沢市水

道事業会計予算

第９ 議案第10号 平成２６年度三沢市立

三沢病院事業会計予算

─────────────────

日程第１から日程第９までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（補正予算審査特別委員会審査報告）

第10 議案第11号 専決処分の承認を求め

ることについて

（平成２５年度三沢市一般会計

補正予算（第４号））

第11 議案第12号 平成２５年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）

第12 議案第13号 平成２５年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）
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第13 議案第14号 平成２５年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

４号）

第14 議案第15号 平成２５年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第３

号）

第15 議案第16号 平成２５年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）

第16 議案第17号 平成２５年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

４号）

─────────────────

日程第１０から日程第１６までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第17 議案第18号 三沢市予防接種健康被

害調査委員会条例の制定につい

て

第18 議案第19号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例及び三沢市

教育委員会教育長の給与、勤務

時間等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第19 議案第20号 三沢市東日本大震災に

係る漁業用償却資産に対する固

定資産税の特例に関する条例の

制定について

第20 議案第21号 三沢市高齢者住宅整備

資金貸付条例を廃止する条例の

制定について

第21 議案第22号 三沢市障害者団体活動

センター条例の制定について

第22 議案第23号 三沢市心身障害者住宅

整備資金貸付条例を廃止する条

例の制定について

第23 議案第24号 三沢市商工会館条例及

び三沢市労働福祉会館条例の一

部を改正する条例の制定につい

て

第24 議案第25号 三沢市コミュニティ

マーケット条例の一部を改正す

る条例の制定について

第25 議案第26号 三沢市消防長及び消防

署長の資格を定める条例の制定

について

第26 議案第27号 三沢市消防本部手数料

条例の一部を改正する条例の制

定について

第27 議案第28号 青森県新産業都市建設

事業団に委託すべき事業に関す

る計画の一部変更について

第28 議案第29号 市道の路線の廃止につ

いて

第29 議案第30号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

日程第１７から日程第２９までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第30 議案第31号 三沢市監査委員の選任

につき同意を求めることについ

て

─────────────────

日程第３０の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第31 議案第32号 人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることに

ついて

─────────────────

日程第３１の議事
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１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論省略

４．採 決

─────────────────

（総務文教常任委員会請願審査報告）

第32 請願第１号 特定秘密保護法の撤廃

を求める意見書採択の請願

─────────────────

日程第３２の議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

第33 基地対策特別委員会報告

第34 新エネルギー導入促進特別委員会報

告

第35 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

追加日程 議長辞職の件

追加日程 議長の選挙

追加日程 副議長辞職の件

追加日程 副議長の選挙

追加日程 議席の一部変更の件

第36 民生常任委員会所管事務調査報告

第37 常任委員会委員の改選

第38 議会運営委員会委員の改選

第39 議員提出議案第１号 基地対策特別

委員会の設置について

─────────────────

日程第３９の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第40 特別委員会委員の選任

第41 議員提出議案第２号 閉会中におけ

る所管事務調査の実施について

（総務文教常任委員会）

─────────────────

日程第４１の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第42 議員提出議案第３号 閉会中におけ

る所管事務調査の実施について

（産業建設常任委員会）

─────────────────

日程第４２の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第43 議員提出議案第４号 閉会中におけ

る所管事務調査の実施について

（民生常任委員会）

─────────────────

日程第４３の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第44 議員提出議案第５号 閉会中におけ

る継続審査について

（議会運営委員会）

─────────────────

日程第４４の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

◎出席議員（１８名）
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議長 １番 舩 見 亮 悦 君

副議長 １２番 堀 光 雄 君

２番 髙 橋 武 志 君

３番 加 澤 明 君

４番 奥 本 菜保巳 君

５番 瀬 崎 雅 弘 君

６番 澤 口 正 義 君

７番 鈴 木 重 正 君

８番 太 田 博 之 君

９番 野 坂 篤 司 君

１０番 春 日 洋 子 君

１１番 西 村 盛 男 君

１３番 小比類巻 正 規 君

１４番 小比類巻 雅 彦 君

１５番 馬 場 騎 一 君

１６番 山 本 弥 一 君

１７番 堤 喜一郎 君

１８番 森 三 郎 君

─────────────────

◎欠席議員（０名）

─────────────────

◎説明のため出席した者（２６名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 米 田 光一郎 君

政策財政部長 中 西 敬 悦 君

総 務 部 長 佐々木 卓 也 君

民 生 部 長 宮 古 直 志 君

健康福祉部長 小 泉 富 男 君

経 済 部 長 大 澤 裕 彦 君

建 設 部 長 沼 山 明 君

上下水道部長 今 村 哲 也 君

政策財政部参事
山 本 紀 雄 君

兼 財 政 課 長

政策調整課長 山 本 剛 志 君

ＣＡＴＶ情報課長 工 藤 英貴美 君

総 務 課 長 佐々木 亮 君

秘 書 課 長 田 島 一 雄 君

生活安全課長 種 市 忠 雄 君

健康推進課長 小 泉 博 君

農 政 課 長 工 藤 雅 則 君

産業政策課長 遠 藤 恵 介 君

下 水 道 課 長 織 笠 一 任 君

水道事業課長 佐 藤 隆 君

三沢病院事務局長 小比類巻 雄 一 君

消 防 長 田 村 斎 君

教 育 委 員 長 熊 野 稔 君

教 育 長 吉 田 健 君

教 育 部 長 山 本 文 彦 君

代表監査委員 和 泉 英 世 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 中 村 健 一 君

次 長 伊 澤 徹 君

庶 務 係 長 大 塚 英 知 君

主 査 山 本 聡 君

主 事 一 戸 剛 君

─────────────────

別 紙

◎三沢市議会議長

１４番 小比類巻 雅 彦 君

◎三沢市議会副議長

９番 野 坂 篤 司 君

◎各派交渉会議員一覧表
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午前１０時００分 開議

○議長（舩見亮悦君） 定足数に達しており

ますので、４日目の本会議を開きます。

─────────────────

◎発言取り消しの申し出

○議長（舩見亮悦君） 本日の議事に入る前

に、奥本議員より、３月６日の一般質問での

発言について、一部取り消しの申し出があり

ましたので、この際、発言を許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 私の３月６日の一

般質問、公契約条例についての再質問での発

言のうち、私の錯誤により、事実とは異なる

発言をいたしました。

七戸町では、公契約条例は制定しておりま

せんでした。よって、「七戸は、もう公契約

条例は制定しています」との発言を取り消し

いたします。

失礼をいたしました。

○議長（舩見亮悦君） ただいまの奥本議員

からの発言の一部取り消しについては、議長

において、これを許可します。

─────────────────

○議長（舩見亮悦君） 本日の議事は、お手

元に配付しております議事日程第４号をもっ

て進めます。

─────────────────

◎日程第１ 議案第 ２号から

日程第９ 議案第１０号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１ 議案第２

号から日程第９ 議案第１０号までの計９件

を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 議案第２号平成２

６年度三沢市一般会計予算について、反対の

立場で討論いたします。

平成２６年度予算は、国の厳しい財政状況

が続く中で、さらに経済を一気に冷え込ませ

る消費税８％への増税が余儀なくされる中で

の予算編成となります。

円安株高の影響で、一部の輸出大企業や多

くの株を所有する大金持ちにとっては、これ

までの最高益を超える利益を得る状況が生ま

れています。

その一方で、地方では、円安によるさまざ

まな物価の上昇に加え、さらに追い打ちをか

けるような消費税の増税に苦しめられること

になります。

ちまたで吹聴される、景気がよくなったと

いう実感は、地方の一般庶民にはいまだ湧か

ないのが実情ではないでしょうか。

そうした中で、経済をよくするための好循

環は賃金を上げなければならないと安倍総理

も声高に経済界にアピールし、昨日のテレビ

ニュースでは、労働組合の春闘で、トヨタ、

パナソニックなどの一部の大企業が数年ぶり

にベースアップの回答を示したとありまし

た。しかし、中小零細企業では、賃金を上げ

たくても上げられない厳しい経営状況がいま

だ続いているのではないでしょうか。

政府は、大企業への復興特別法人税を１年

前倒しで廃止を行い、１兆円の減税の優遇措

置をとっています。しかし、中小零細企業に

は、実態に即した支援が不足しています。さ

まざまな融資への支援策は、絵に描いた餅の

ように、融資を受けたい事業者には手が届か

ない仕組みになっています。

また、これまでの消費税増税前の駆け込み

需要の反動で、４月からは一気に消費が冷え

込むことや、物価の上昇、社会保障への税負

担が重くなることなど、地方で生活する庶民

や個人事業者にとっては、大変厳しい状況に

なることが予想されます。
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このような厳しい社会情勢が予想される中

で、三沢市の平成２６年度の予算の中身を見

ると、その影響を特に大きく受けるであろう

低所得者、個人事業者への支援策が見受けら

れません。いつも支援策は国や県任せといっ

た感が否めません。

また、平成２６年度から進められる大型公

共事業の(仮称)国際スポーツセンターは、当

初の見込み額から７億円も上乗せになった

り、その維持管理費等も見込み額の９,００

０万円を超える可能性も否定できないという

不安定さが気がかりです。

しかも、その財源は安定的に確保できるの

かどうか、そのために、さらなる福祉政策の

切り捨て、住民サービスの低下を招くのでは

ないかと懸念しております。私は、その財源

の確保のためには、これまでの箱物への維持

管理費の見直しを行うべきであると思いま

す。

それと同時に、三沢市での経済の好循環を

実現する必要があります。そのためには、三

沢市民の懐が暖かくなるための政策をとるこ

とではないでしょうか。

三沢市は、公務員の人口の割合が高くなっ

ています。公務員の賃金を上げること。そし

て、農業者、漁業者の収入アップにつながる

政策、その後継者を育てる政策、地元の中小

個人事業者への実効性のある融資や設備投

資、開発研究等の支援策を行い、収益が上が

る、賃金が上がる、地元にお金が落ちる、税

収が上がるという好循環を築く施策が必要で

あると思います。

また、生活困窮者への生活支援策、例えば

住宅手当の補助、わんぱく米は母子家庭にも

拡充すること、福祉灯油等の手当てが必要で

あると思います。しかし、予算の中には、三

沢市独自の具体的な生活支援策が見受けられ

ません。

よって、私は、平成２６年度予算に対し、

一部反対を表明いたします。

以上で、私の一部反対討論を終わります。

○議長（舩見亮悦君） 次に、５番瀬崎雅弘

議員。

○５番（瀬崎雅弘君） 議案第２号平成２６

年度三沢市一般会計予算について、賛成の立

場で討論いたします。

現在の我が国の経済状況は、景気が穏やか

に回復しつつあるとされており、景気回復の

動きが確かなものとなることが期待されてお

ります。しかしながら、地方における景気回

復の動きは鈍く、当市においても厳しい経済

状況が続いております。

加えて、４月１日からは消費税率を５％か

ら８％へ引き上げるため、買い控えなどによ

る消費の落ち込み等が懸念されているところ

であります。

一方で、このたびの消費税の引き上げにつ

いては、少子高齢化社会の到来で、年金や医

療といった社会保障関連経費が増加する一方

で、それを賄う財源が不足している現状を考

えれば、財源確保策の一つとしてやむを得な

いことと考えております。

このような状況下における予算編成に当

たって、種市市長をはじめ、執行部の皆様方

には大変な御苦労があったことと御拝察申し

上げます。ここに、その御労苦に対し、衷心

より敬意と感謝を申し上げる次第でありま

す。

しかし、翻って考えますと、このような時

期だからこそ、それぞれの自治体の特徴を前

面に押し出し、何より事務事業の効率的な運

用や、めり張りのある財政運用を第一に考え

た予算の策定が可能になるものと確信をいた

しております。

その意味で、平成２６年度の一般会計予算

を見ますと、地域創造ワークショップや各種

団体の意見聴取など、幾多の協議・検討を重

ね、しかも、市議会におきましても、各派説

明会、全員協議会などを開催し、昨年策定さ

れました三沢市総合振興計画後期基本計画の

遂行に必要な各種予算がしっかりと計上され

ており、計画的かつ適切な予算編成が図られ

たものと容易に理解できるところでありま

す。
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一例を挙げますと、協働のまちづくり市民

提案事業費補助金など、市長の目指す市民と

の協働を推進するための予算が措置されてい

るほか、教育費におきましては、小中学校の

トイレ・暖房設備の改修や屋内運動場の天井

落下防止対策事業などの、学校施設の環境整

備を図る予算が組み込まれており、次代を担

う児童生徒が快適な環境で勉強やスポーツに

励むことができるようなものとなっておりま

す。

また、民生費におきましても、障害者福祉

サービス給付費をはじめとする各種福祉サー

ビスや、地産地消でわんぱく家族米支給事業

の継続。さらには、ことし４月からの消費税

増税に伴う低所得世帯や子育て世帯への臨時

給付金など、住民福祉の向上のための予算措

置がなされております。

このほかにも、地域振興を図るための、三

沢三大祭り記念事業費や、市民が安全で安心

して暮らせるよう公共施設や小中学校への防

犯カメラの設置などにも、所要の予算措置が

されています。

このように、限られた予算の中で、市民

ニーズを的確に反映させながら、三沢市総合

振興計画の理念である「人とまち みんなで

創る 国際文化都市」の実現に向け、必要な

予算編成となっていることから、私は、平成

２６年度三沢市一般会計予算に賛成するもの

であります。

○議長（舩見亮悦君） 以上で、討論を打ち

切ります。

これより、採決します。

議案第２号、議案第４号から議案第６号ま

で及び議案第９号、議案第１０号の６議案を

除く、議案第３号から議案第８号までの３議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第３号平成２６年度三沢市国

民健康特別会計予算、可決、議案第７号平成

２６年度三沢市介護保険特別会計予算、可

決、議案第８号平成２６年度三沢市後期高齢

者医療特別会計予算、可決とそれぞれ決しま

した。

次に、議案第２号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（舩見亮悦君） 起立多数です。

よって、議案第２号平成２６年度三沢市一

般会計予算については、可決と決しました。

次に、議案第４号から議案第６号まで及び

議案第９号、議案第１０号の５議案を一括し

て採決したいと思いますが、これに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、

一括して起立により採決します。

本５議案に対する委員長報告は、可決で

す。

本５議案は、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（舩見亮悦君） 起立多数です。

よって、議案第４号平成２６年度三沢市食

肉処理センター特別会計予算、可決、議案第

５号平成２６年度三沢市農業集落排水事業特

別会計予算、可決、議案第６号平成２６年度

三沢市下水道事業特別会計予算、可決、議案

第９号平成２６年度三沢市水道事業会計予

算、可決、議案第１０号平成２６年度三沢市

立三沢病院事業会計予算、可決とそれぞれ決

しました。

─────────────────

◎日程第１０ 議案第１１号から

日程第１６ 議案第１７号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１０ 議案第

１１号から日程第１６ 議案第１７号までの

計７件を一括議題とします。

補正予算審査特別委員会の審査報告書は、

お手元に配付したとおりです。
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委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第１１号から議案第１７号までの７議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第１１号専決処分の承認を求

めることについて（平成２５年度三沢市一般

会計補正予算（第４号））、承認、議案第１

２号平成２５年度三沢市一般会計補正予算

（第５号）、可決、議案第１３号平成２５年

度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）、可決、議案第１４号平成２５年度三

沢市下水道事業特別会計補正予算（第４

号）、可決、議案第１５号平成２５年度三沢

市介護保険特別会計補正予算（第３号）、可

決、議案第１６号平成２５年度三沢市後期高

齢者医療特別会計補正予算（第２号）、可

決、議案第１７号平成２５年度三沢市立三沢

病院事業会計補正予算（第４号）、可決とそ

れぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１７ 議案第１８号から

日程第２９ 議案第３０号まで

○議長（舩見亮悦君） 日程第１７ 議案第

１８号から日程第２９ 議案第３０号までの

計１３件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

４番奥本菜保巳議員。

○４番（奥本菜保巳君） 私は、議案第２４

号及び２７号の２議案の条例の一部を改正す

る条例の制定について、この中身が、この４

月からの消費税８％への引き上げに伴う条例

改正であることから、反対の立場を表明いた

します。

いよいよこの４月１日から、消費税の税率

が５％から８％へと引き上げられます。この

消費税は、少子高齢化が進む中で、増加の一

途をたどる社会保障費の財源確保のためとい

うことでスタートしたものです。

しかし、本当に社会保障費に使われてきた

のか疑念があります。消費税がスタートする

と同時に、大企業への減税も始まったからで

す。結局、消費税の増収分を大企業の減税へ

の穴埋めにされたのではないでしょうか。

また、消費税は景気も悪化させてきまし

た。過去にさかのぼると、１９９７年には、

消費税が３％から５％に引き上げられたとき

にも、景気が急速に落ち込んだことがありま

した。

要するに、消費税を上げ続けても社会保障

はよくならないし、景気にも悪影響を及ぼし

続けるだけではないでしょうか。三沢市にお

いても消費の冷え込みが予想され、地域の経

済に影響が出るのではないでしょうか。

しかしながら、このような消費税８％引き

上げに対し、国会で決まったことを地方で反

対してもどうにもならないだろうと、消費税

の転嫁は仕方がないという意見もあります

が、私は、仕方はあると思っております。

そもそも自治体の一般会計にかかわる業務

として行う事業については、納税額が発生し

ないことになっています。

また、三沢市の歳入には、地方消費税交付

金として、１.４％から１.７％に増額されて
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交付されます。それを活用するべきです。

そして、何より公共サービス事業は、多く

の市民の方に利用していただくことを任務と

しているはずなのに、逆に利用を控えさせる

ことにつながるのではないでしょうか。

市民は、幾ら大変でも負担分を転嫁する手

だてはありません。消費や利用を控えること

しかできないのです。安易に消費税の転嫁を

してもいいのでしょうか。

今回の条例の中でも、料金の引き上げを

行ったり、内税にして料金を据え置きにして

いるケースも見受けられます。

また、水道などの公営企業会計の公共料金

分には、一般の企業と同じように消費税を納

めなければなりませんが、過去には、３％の

まま据え置いて、市民の負担軽減を図ったこ

ともありました。工夫次第で据え置きは可能

だと思います。

税と社会保障一体改革法の附則１８条２項

には、経済状況等を総合的に勘案した上で、

その施行の停止をも含め、所要の措置を講ず

るとあります。要するに景気悪化になれば、

この条項に従い、政府は消費税増税を停止し

なければならないのです。国民が声を上げれ

ば、消費税の引き下げだってできるのです。

よって、４月の消費税増税に伴う条例の改

悪には、反対の立場とさせていただきます。

以上で、私の反対討論を終わります。

○議長（舩見亮悦君） 以上で、討論を打ち

切ります。

これより、採決します。

議案第２４号及び議案第２７号の２議案を

除く、議案第１８号から議案第３０号までの

１１議案は、委員長報告のとおり決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第１８号三沢市予防接種健康

被害調査委員会条例の制定について、可決、

議案第１９号三沢市特別職の職員の給料等に

関する条例及び三沢市教育委員会教育長の給

与、勤務時間等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について、可決、議案第２０号

三沢市東日本大震災に係る漁業用償却資産に

対する固定資産税の特例に関する条例の制定

について、可決、議案第２１号三沢市高齢者

住宅整備資金貸付条例を廃止する条例の制定

について、可決、議案第２２号三沢市障害者

団体活動センター条例の制定について、可

決、議案第２３号三沢市心身障害者住宅整備

資金貸付条例を廃止する条例の制定につい

て、可決、議案第２５号三沢市コミュニティ

マーケット条例の一部を改正する条例の制定

について、可決、議案第２６号三沢市消防長

及び消防署長の資格を定める条例の制定につ

いて、可決、議案第２８号青森県新産業都市

建設事業団に委託すべき事業に関する計画の

一部変更について、可決、議案第２９号市道

の路線の廃止について、可決、議案第３０号

市道の路線の認定について、可決とそれぞれ

決しました。

次に、議案第２４号及び議案第２７号の２

議案を一括して採決したいと思いますが、こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、

一括して起立により採決します。

本２議案に対する委員長報告は、可決で

す。

本２議案は、委員長報告のとおり決するこ

とに賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（舩見亮悦君） 起立多数です。

よって、議案第２４号三沢市商工会館条例

及び三沢市労働福祉会館条例の一部を改正す

る条例の制定について、可決、議案第２７号

三沢市消防本部手数料条例の一部を改正する

条例の制定について、可決とそれぞれ決しま

した。

─────────────────

◎日程第３０ 議案第３１号

○議長（舩見亮悦君） 日程第３０ 議案第

３１号三沢市監査委員の選任につき同意を求
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めることについてを議題とします。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） おはようございま

す。

議案第３１号について御説明申し上げま

す。

議案第３１号は、三沢市監査委員の選任に

つき議会の同意を求めるものであります。

現委員の和泉英世氏は、平成２６年３月３

１日をもって任期が満了となることから、引

き続き和泉英世氏を委員として選任するた

め、提案するものであります。

御提案申し上げました和泉英世氏は、人

格、識見ともにすぐれた方であります。

なお、御本人の略歴につきましては、議案

書に記載しておりますので、よろしくお願い

申し上げます。

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思いますが、これに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により、質疑・討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、これに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議案第３１号は、これに同意することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第３１号三沢市監査委員の選

任につき同意を求めることについては、これ

に同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第３１ 議案第３２号

○議長（舩見亮悦君） 日程第３１ 議案第

３２号人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについてを議題とします。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） 議案第３２号につい

て御説明申し上げます。

議案第３２号は、人権擁護委員候補者の推

薦につき議会の意見を求めるものでありま

す。

現委員の別部辰哉氏は、平成２６年６月３

０日をもって任期が満了となることから、引

き続き別部辰哉氏を人権擁護委員の候補者と

して推薦したく、提案するものであります。

御提案申し上げました別部辰哉氏は、人

格、識見ともにすぐれた方であります。

御本人の略歴につきましては、議案書に記

載したとおりでありますので、よろしくお願

い申し上げます。

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思いますが、これに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により、質疑・討論を省略し、直

ちに採決したいと思いますが、これに御異議

ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認め、
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質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議案第３２号は、これに同意することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第３２号人権擁護委員候補者

の推薦につき意見を求めることについては、

これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第３２ 請願第１号

○議長（舩見亮悦君） 日程第３２ 請願第

１号特定秘密保護法の撤廃を求める意見書採

択の請願を議題とします。

総務文教常任委員会の請願審査報告書は、

お手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑を行いますが、通告がありま

せんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

請願第１号に対する委員長報告は、不採択

です。

本請願を採択とすることに賛成の方の起立

を求めます。

（賛成者起立）

○議長（舩見亮悦君） 起立少数です。

よって、請願第１号特定秘密保護法の撤廃

を求める意見書採択の請願は、不採択と決し

ました。

─────────────────

◎日程第３３ 基地対策特別委員会

報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第３３ 基地対

策特別委員会報告を議題とします。

１６番山本弥一委員長。

○１６番（山本弥一君） 会議規則第１０３

条の規定に基づき、基地対策特別委員会の報

告をいたします。

本委員会は、基地所在に起因する諸問題を

調査・解明し、基地周辺住民の民生安定と福

祉向上に資することを目的に、平成２４年第

１回臨時会において設置され、約２年間にわ

たり活動してまいりました。

その主な活動といたしましては、執行部と

ともに三沢基地周辺対策に関する国への要望

を計４回実施し、特に、三沢飛行場第二滑走

路の早期着工や、地域分断対策及び畜産被害

対策などを強く要望してきたところでありま

す。

また、基地所在に伴い発生する諸問題等に

ついても、計１２回にわたって会議を開催

し、協議を行ってまいりました。

先般の委員会においても、米軍再編にかか

わる訓練移転や米空軍グローバルホークの三

沢飛行場への一時展開について、執行部から

説明を受け、訓練移転については、沖縄の負

担軽減や国防への理解から、やむを得ないと

したものの、一方では、三沢市民の不安や負

担がふえるのであれば、それ相応の民生安定

と福祉向上を強く求めていくべきであるとし

て意見集約をし、米空軍グローバルホークに

ついては、いま一度、国に対し、基地周辺対

策に関する要望を投げかけ、その対応につい

ての明確な回答を得てから、市としての意向

を表明すべきであるとの意見が出され、これ

を受けて、市としては、改めて国に対し、強

く要望を行うとのことでありました。

この２年間、委員一同、誠心誠意、市民の

ことを第一義に考え、活動してきたところで

ありますが、納得のいく成果は上げられな

かったものの、９条交付金の増額や、(仮称)

国際交流スポーツセンター整備事業の採択な

ど、一部においては、要望がかなった項目も

ありました。

この成果については、今まで粘り強く要望

活動を続けてきた市及び歴代の基地対策委員

会、そして、何よりも市民の皆様の熱意と力

強い後押しがあったからこそであると考えて

おります。ここに、改めて関係各位に対しま
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して、厚く敬意と感謝を申し上げる次第であ

ります。

なお、この基地周辺対策要望については、

いまだ多くの項目において成果が出ておりま

せんので、引き続き関係機関等へ強く要望し

ていく必要があると考えております。

基地を抱える当市にとって、不測の事態や

多くの課題については、国の責任において、

また、市民の声を真摯に受けとめ、現状を認

識していただき、対処していただくことを強

く願うものであります。

よって、三沢市議会は、今後、より一層基

地周辺対策に関する活動を推進していくべき

であるとの意見を申し添え、本委員会の報告

にかえさせていただきます。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり承認する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会報告は、委員

長報告のとおり承認することに決しました。

─────────────────

◎日程第３４ 新エネルギー導入促

進特別委員会報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第３４ 新エネ

ルギー導入促進特別委員会報告を議題としま

す。

１４番小比類巻雅彦委員長。

○１４番（小比類巻雅彦君） 会議規則第１

０３条の規定に基づき、新エネルギー導入促

進特別委員会が設置されてから現在までの調

査結果を御報告いたします。

本委員会は、新エネルギーの利点を最大限

利用し、新エネルギーの導入や普及啓発に関

する施策の推進及びその促進のための環境づ

くりに努め、市民生活の向上を図る目的で、

平成２４年第２回定例会において設置され、

延べ９回にわたり協議・検討を重ねてまいり

ました。

三沢市が進める新エネルギー導入プロジェ

クトを早期に実現するため、特別委員会とし

て機能を十分に発揮し、執行部と一体となっ

て、その促進に努めることを活動方針と決定

しました。

本委員会では、三沢市新エネルギー推進協

議会で検討されている新エネルギー導入に関

する各種事業計画の現状について、執行部よ

り説明を受けた中で、その効果の点から最も

関心と必要性を感じた事業として、メガソー

ラー設置事業が挙げられたことから、さらに

詳しく現状と今後の市としての動きについ

て、調査・検討を重ねてまいりました。

その結果、事業効率あるいは実施にかかわ

る諸条件の面に鑑みれば、数カ所ある候補地

の中から、平畑地区の移転跡地に２０メガ

ワット規模の施設を設置する案があるが、移

転跡地は、国から借り上げることの了承を得

なければならないこと、さらに、当該地区に

ある市民ファミリースポーツ広場の計画との

整合性をとらなければならないことなど、解

決していかなければならない課題があること

も判明いたしました。

本委員会としては、事業を進めるに当たっ

て、国等への要望があれば、執行部と協調

し、問題解決に向けて全力で取り組むことと

しておりました。しかし、メガソーラー設置

事業については、財政面等を考慮しても、困

難であるとの判断から、市としての当該事業

を断念することとした旨の説明を受けまし

た。

今後、市として、その事業提案されている

ものについて継続して調査・研究をしていく

こととし、その中でも、温泉熱を有効利用し

た融雪設備、また、電気を利用した、防災に

強い未来のまちづくりなどの事業に注目して

いることの説明がありました。

本委員会としては、市が注目しているこれ
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らの事業について、先進地の事例を調査・研

究を行い、温泉廃熱を利用した融雪設備につ

いては、市全域を総括的に見てマスタープラ

ン等をつくり、どこまで実現可能か検討して

いただくよう提案いたしました。

東日本大震災を体験し、今や新エネルギー

の活用は、我が国にとって喫緊の課題となっ

ており、こうした時期だからこそ、三沢市が

持つさまざまな資源を有効利用し、市民生活

の向上に役立てられればと、強い思いで活動

してまいりました。このことが、今後の三沢

市の新エネルギー政策の一助となることを切

に願います。

以上、本委員会における活動内容の概要を

申し述べ、新エネルギー導入促進特別委員会

の最終報告といたします。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり承認する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、新エネルギー導入促進特別委員会

報告は、委員長報告のとおり承認することに

決しました。

─────────────────

◎日程第３５ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第３５ 産業建

設常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

１０番春日洋子委員長。

○１０番（春日洋子君） 先般２月２７日に

行いました産業建設常任委員会の所管事務調

査について、その概要を御報告申し上げま

す。

今回は、経済部の所管する事務事業で、農

業の振興についてと、屋内ゲートボール場改

修事業についての計２件を調査いたしまし

た。

はじめに、農業の振興についてであります

が、昨年１２月、政府が米の生産調整の廃止

を含めた新たな農業強化策を正式決定したこ

とから、当市における農業の今後について、

執行部から説明をいただきました。

執行部から、農地中間管理機構や日本型直

接支払制度の創設といった、農業を取り巻く

多くの課題の解決に向けた国の農業強化策の

説明があり、これらの農業政策の展開に対

し、市としては、農地の有効利用や担い手へ

の支援対策に力を入れたいとの説明がありま

した。

委員から、市として、三沢の農業を守ると

ともに、世界で勝負できる農業を目指す取り

組みをしたらどうかとの意見が出され、執行

部としては、販売ルートの確保や農産物の６

次産業化などで活路を見出していきたいとの

ことでありました。

こうした国の農業政策の転換は、担い手の

育成や安定した経営の確立など、多くの課題

を抱える当市においても大変重要であること

から、執行部におかれましては、今後におい

ても国の動向を注視し、地域農業の振興に努

めていただきたいと思います。

次に、屋内ゲートボール場改修事業につい

てでありますが、執行部の説明では、市民の

森公園内にある当該施設は、雨漏りや経年劣

化による設備の故障など、利用に支障を来し

ていることから、屋根や便所、照明器具など

を改修するとのことで、先月末で実施設計が

完了し、来年度、改修工事を行うとのことで

ありました。

また、近年は、競技人口の減少により、施

設利用が減少傾向にあり、利用促進を図るこ

とが課題となっていることから、コートを人

工芝に取りかえるとともに、防球ネットを設

置するなど、ゲートボールのみならず、その

他のスポーツにも対応し、多目的に活用でき

るようにするとのことでありました。
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委員から、当該施設は、市街地から離れた

場所にあり、高齢者が利用しづらいことが、

利用減少に至った要因の一つとして考えられ

ることから、その不便さの解消についても、

市として検討していただきたいとの意見が出

されました。

当該施設は、改修後、子供から高齢者ま

で、多くの市民の利用が見込まれることか

ら、執行部には、委員から出された意見等を

参考にしていただき、利用者にとって快適な

施設となるよう努めていただきたいと思いま

す。

以上で、産業建設常任委員会の所管事務調

査報告とさせていただきます。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり了承願います。

─────────────────

◎日程第３６ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第３６ 民生常

任委員会所管事務調査報告を議題とします。

９番野坂篤司委員長。

○９番（野坂篤司君） 去る２月１０日に開

催しました民生常任委員会所管事務調査の内

容について御報告申し上げます。

平成２５年４月より、十和田地域広域事務

組合、三沢市北部上北広域事務組合及び中部

上北広域事業組合において、共同して消防通

信指令に関する事務を管理し及び執行するた

めに、上十三地域４消防通信指令事務協議会

が設置されたことから、本委員会では、設置

後の進捗状況について、執行部からの説明を

受けました。

それによりますと、平成２６年度、平成２

７年度の２カ年で事業を進め、４消防本部全

体の総事業費は約３７億円となり、そのうち

三沢市の費用負担額は約７億７,０００万円

であることの説明がありました。

委員から、運用開始時期並びに共同運用す

るメリットについて質問され、執行部から、

平成２８年３月中の開始を目指しているとの

ことでありました。

また、現在、通信指令業務に従事している

１１名のうち、共同運用することで、５名を

派遣し、残り６名は、三沢市消防本部内での

従事が可能となることから、人的に余裕が出

るほか、市単独で整備を行うと、約９億円以

上を要することになりますが、共同運用する

ことで約７億７,０００万円に削減すること

ができるなど、経済的にも効果があるとの説

明がありました。

さらに、委員から、共同運用する目的を常

に確認し、協議会内で三沢市としての主張を

常に行っていただきたい。また、運用開始ま

での間、人的な部分についても、スムーズに

移行できるよう消防署内で訓練、周知徹底、

意思統一を図って進めていただきたいとの要

望が出されました。

以上が、民生常任委員会所管事務調査の概

要であります。簡単でございますが、委員長

報告とさせていただきます。

○議長（舩見亮悦君） これより、質疑を行

います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） ないようですので、

質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

ここで、暫時休憩いたします。

午前１０時５３分 休憩

────────────────

午前１１時１０分 再開

○議長（舩見亮悦君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

ここで、議長を交代します。

（舩見議長、退席）

○副議長（堀 光雄君） 議長を交代しまし

た。

─────────────────
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◎追加日程 議長辞職の件

○副議長（堀 光雄君） ただいま舩見議員

から議長の辞職願が提出されました。

お諮りします。

この際、議長辞職の件を日程に追加し、直

ちに議題とすることに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（堀 光雄君） 御異議なしと認め

ます。

よって、議長辞職の件を日程に追加し、直

ちに議題とすることにいたします。

まず、その辞職願を局長に朗読させます。

○議会事務局長（中村健一君）

平成２６年３月１３日

三沢市議会副議長堀光雄殿

三沢市議会議長舩見亮悦

辞職願

このたび、諸般の事情により議長の職を

辞職したいので、許可くださるようお願い

いたします。

以上でございます。

○副議長（堀 光雄君） お諮りします。

舩見議員の議長辞職を許可することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（堀 光雄君） 御異議なしと認め

ます。

よって、議長の辞職を許可することに決し

ました。

（舩見議員、着席）

○副議長（堀 光雄君） ここで、舩見議員

から御挨拶を願います。

○１番（舩見亮悦君） 一言御挨拶を申し上

げます。

本日、諸般の事情により議長を辞職いたし

ました。

この２年間、議員各位の御協力、市長をは

じめとする職員、とりわけ議会事務局の諸君

には大変御協力、お世話になりました。この

場をおかりして、感謝とお礼を申し述べたい

と思います。本当にありがとうございまし

た。

今後は、一議員として、市政発展のため、

国際交流問題、一方通行問題、第二滑走路問

題等、諸問題に取り組んでまいりたいと思っ

ております。

今後ともよろしくお願い申し上げながら、

御指導のほどもよろしくお願い申し上げたい

と思います。ありがとうございました。

─────────────────

◎追加日程 議長の選挙

○副議長（堀 光雄君） ただいま議長が欠

員となりました。

お諮りします。

この際、議長の選挙を日程に追加し、選挙

を行いたいと思いますが、これに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（堀 光雄君） 御異議なしと認め

ます。

よって、この際、議長の選挙を日程に追加

し、選挙を行います。

選挙は、投票により行います。

議場の閉鎖を命じます。

（議場閉鎖）

○副議長（堀 光雄君） ただいまの出席議

員数は１８名であります。

投票用紙を配付させます。

（投票用紙配付）

○副議長（堀 光雄君） 投票用紙の配付漏

れはございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（堀 光雄君） 配付漏れなしと認

めます。

投票箱を改めさせます。

（投票箱点検）

○副議長（堀 光雄君） 異状なしと認めま

す。

念のため申し上げます。

投票は、単記無記名であります。投票用紙

に被選挙人の氏名を記載の上、点呼に応じて

順次投票願います。

点呼を命じます。
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（事務局長、議員の氏名点呼、投票）

○副議長（堀 光雄君） 投票漏れはござい

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（堀 光雄君） 投票漏れなしと認

めます。

投票を終了します。

議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

○副議長（堀 光雄君） 開票を行います。

会議規則第３１条第２項の規定により、立

会人に３番加澤明議員、６番澤口正義議員の

両氏を指名します。

よって、両氏の立ち会いを願います。

（開 票）

○副議長（堀 光雄君） それでは、選挙の

結果を御報告します。

投票総数１８票、これは先ほどの出席議員

数に符合しております。

そのうち有効投票１７票、無効投票１票。

有効投票中、小比類巻雅彦議員１０票、山本

弥一議員６票、奥本菜保巳議員１票。

以上のとおりです。

この選挙の法定得票数は５票であります。

よって、小比類巻雅彦議員が議長に当選さ

れました。

ただいま議長に当選されました小比類巻雅

彦議員が議場におられますので、本席から、

会議規則第３２条第２項の規定により告知し

ます。

小比類巻雅彦議長から御挨拶を願います。

御登壇願います。

○議長（小比類巻雅彦君） ただいま伝統と

歴史ある三沢市議会第１８代の議長に御選任

を賜り、心から感謝を申し上げます。

私自身、限りなく光栄に存じますととも

に、その責任の重さをひしひしと感じている

次第でございます。

御承知のとおり、現在、三沢市において

は、地域経済の活性化、少子高齢化への対

応、防災対策、基地対策などの多くの課題が

山積しております。このような中、市民の皆

様の代表である議会の責任と役割はますます

重要になってまいります。

子供からお年寄りまで、安全で安心して暮

らせるまちづくり、活力と魅力に満ちた、三

沢らしさあふれるまちづくりの実現に向け、

誠心誠意、円滑な議会運営に努めるととも

に、議会のさらなる活性化や議会機能の向上

に向け、全力を傾注してまいる所存でありま

す。

どうぞ、今後とも議員各位におかれまして

は、温かい御支援並びに御指導、御鞭撻を賜

りますよう心からお願い申し上げまして、就

任の挨拶とさせていただきます。

○副議長（堀 光雄君） ここで、議長を交

代します。

小比類巻雅彦議長、議長席にお着き願いま

す。

○議長（小比類巻雅彦君） 議長を交代しま

した。

ここで、暫時休憩いたします。

午前１１時３０分 休憩

────────────────

午前１１時４０分 再開

○議長（小比類巻雅彦君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

─────────────────

◎追加日程 副議長辞職の件

○議長（小比類巻雅彦君） ただいま堀議員

から副議長の辞職願が提出されました。

お諮りします。

この際、副議長辞職の件を日程に追加し、

直ちに議題とすることに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、副議長辞職の件を日程に追加し、

直ちに議題とすることにいたします。

ここで、地方自治法第１１７条の規定によ

り、堀光雄議員の退席を求めます。

（堀副議長、退席）

○議長（小比類巻雅彦君） まず、その辞職
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願を局長に朗読させます。

○議会事務局長（中村健一君）

平成２６年３月１３日

三沢市議会議長小比類巻雅彦殿

三沢市議会副議長堀光雄

辞職願

このたび、一身上の都合により、副議長

の職を辞職したいので、許可くださるよう

お願いいたします。

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

堀議員の副議長辞職を許可することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、副議長の辞職を許可することに決

しました。

（堀議員、着席）

○議長（小比類巻雅彦君） ここで、堀議員

から御挨拶を願います。

○１２番（堀 光雄君） ただいま議長のお

許しをいただきましたので、一言お礼の御挨

拶を申し上げます。

私、このたび一身上の都合により、副議長

を辞職することとなりました。

本日まで議長の補佐役として務めさせてい

ただき、おかげさまでその任を全うし得まし

たことに対し、厚くお礼を申し上げます。

この２年間、議員各位の御支援、御協力に

より、微力でありましたか、議長の目指す、

より開かれた議会改革に取り組むことがで

き、衷心よりお礼を申し上げます。

今後も一議員として、市政発展のため献身

する所存でございますので、何とぞよろしく

お願い申し上げ、お礼の挨拶にかえさせてい

ただきます。ありがとうございました。

─────────────────

◎追加日程 副議長の選挙

○議長（小比類巻雅彦君） ただいま副議長

が欠員となりました。

お諮りします。

この際、副議長の選挙を日程に追加し、選

挙を行いたいと思いますが、これに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、この際、副議長の選挙を日程に追

加し、選挙を行います。

選挙は、投票により行います。

議場の閉鎖を命じます。

（議場閉鎖）

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの出席

議員数は１８名であります。

投票用紙を配付させます。

（投票用紙配付）

○議長（小比類巻雅彦君） 投票用紙の配付

漏れはございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 配付漏れなしと

認めます。

投票箱を改めさせます。

（投票箱点検）

○議長（小比類巻雅彦君） 異状なしと認め

ます。

念のため申し上げます。

投票は、単記無記名であります。投票用紙

に被選挙人の氏名を記載の上、点呼に応じて

順次投票願います。

点呼を命じます。

（事務局長、議員の氏名点呼、投票）

○議長（小比類巻雅彦君） 投票漏れはござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 投票漏れなしと

認めます。

投票を終了します。

議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

○議長（小比類巻雅彦君） 開票を行いま

す。

会議規則第３１条第２項の規定により、立

会人に２番髙橋武志議員、４番奥本菜保巳議
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員の両氏を指名します。

よって、両氏の立ち会いをお願いします。

（開 票）

○議長（小比類巻雅彦君） それでは、選挙

の結果を御報告します。

投票総数１８票、これは先ほどの出席議員

数に符合しております。

そのうち有効投票１８票、無効投票はあり

ませんでした。有効投票中、野坂篤司議員１

１票、西村盛男議員６票、奥本菜保巳議員１

票。

以上のとおりです。

この選挙の法定得票数は５票であります。

よって、野坂篤司議員が副議長に当選され

ました。

ただいま副議長に当選されました野坂篤司

議員が議場におられますので、本席から、会

議規則第３２条第２項の規定により告知しま

す。

野坂篤司副議長から御挨拶を願います。

御登壇を願います。

○副議長（野坂篤司君） 議長のお許しをい

ただきまして、一言挨拶をさせていただきま

す。

ただいま皆様から御推挙を得まして、副議

長に就任いたしました野坂篤司であります。

微力ながら議長の補佐役として、三沢市発展

のため、市民のために全力で頑張りますの

で、議員各位の御指導、御協力をお願いいた

しまして、就任の挨拶とさせていただきま

す。

─────────────────

◎追加日程 議席の一部変更の件

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この際、議長、副議長の選挙に伴い、議席

の一部変更の件を日程に追加し、議題といた

したいと思いますが、これに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、議席の一部変更の件を日程に追加

し、議題とします。

その議席番号及び氏名を局長に朗読させま

す。

○議会事務局長（中村健一君） 議席１番舩

見亮悦議員を１４番へ、議席１４番小比類巻

雅彦議長を１番へ。

以上であります。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

ただいま朗読したとおり、議席の一部を変

更することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、ただいま朗読したとおり、議席の

一部を変更することに決しました。

それでは、議席入れかえ等のため、午後１

時まで休憩します。

午前１１時５４分 休憩

────────────────

午後 １時００分 再開

○議長（小比類巻雅彦君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

この際、各派交渉会議員の選任についての

報告をいたします。

三沢市議会各派交渉会設置規程に基づく各

派交渉会議員には、お手元に配付しておりま

す各派交渉会議員一覧表のとおり選任するこ

とに決定しておりますので、御了承願いま

す。

─────────────────

◎日程第３７ 常任委員会委員の改

選

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３７ 常

任委員会委員の改選を行います。

常任委員会委員の選任については、委員会

条例第８条第１項の規定により、お手元に配

付しております常任委員会委員一覧表のとお

り指名します。

─────────────────

◎日程第３８ 議会運営委員会委員

の改選

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３８ 議
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会運営委員会委員の改選を行います。

議会運営委員会委員の選任ついては、委員

会条例第８条第１項の規定により、お手元に

配付しております議会運営委員会委員一覧表

とおり指名します。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） なお、先ほど決

定いたしました各常任委員会委員の方々は、

次の休憩中に、総務文教常任委員会は大会議

室、産業建設常任委員会は第２会議室、民生

常任委員会は議会図書室において、それぞれ

委員会を開き、正副委員長の互選を行うよ

う、また、ただいま決定いたしました議会運

営員会委員の方々は、常任委員会が終了後、

第２会議室において委員会を開き、正副委員

長の互選を行うよう、本席から口頭をもって

委員会を招集いたします。

この際、委員会開催のため、暫時休憩しま

す。

午後 １時０３分 休憩

────────────────

午後 １時１２分 再開

○議長（小比類巻雅彦君） それでは、休憩

前に引き続き、会議を開きます。

この際、御報告を申し上げます。

各常任委員会並びに議会運営委員会におい

て、正副委員長の互選を行った結果、総務文

教常任委員会委員長鈴木重正委員、副委員長

堀光雄委員、産業建設常任委員会委員長加澤

明委員、副委員長瀬崎雅弘委員、民生常任委

員会委員長太田博之委員、副委員長髙橋武志

委員、議会運営委員会委員長馬場騎一委員、

副委員長瀬崎雅弘委員。

以上のとおり、それぞれ決定した旨の報告

がありました。

─────────────────

◎日程第３９ 議員提出議案第１号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第３９ 議

員提出議案第１号基地対策特別委員会の設置

についてを議題とします。

提案理由の説明を願います。

１４番舩見亮悦議員の登壇を願います。

○１４番（舩見亮悦君） 議員提出議案第１

号基地対策特別委員会の設置について、提案

理由を御説明申し上げます。

三沢基地から派生する諸問題は、住民生活

に多大な影響を及ぼし、また、航空機に係る

騒音や事故など、基地周辺住民の不安は増大

している状況にあります。

よって、基地所在に起因する諸問題を調

査・解明し、基地周辺住民の民生安定と福祉

向上に資するため、特別委員会の設置を提案

するものであります。

なお、詳細につきましては、議案書に記載

のとおりであります。

議員各位の賛同をよろしくお願い申し上げ

ます。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。

これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第１号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、議員提出議案第１号基地対策特別委員会

の設置については、原案のとおり決しまし

た。

─────────────────

◎日程第４０ 特別委員会委員の選

任
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○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４０ 特

別委員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました基地対策特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第８

条第１項の規定により、お手元に配付してお

ります基地対策特別委員会委員一覧表とおり

指名します。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） なお、ただいま

選任されました委員の方々は、次の休憩中

に、基地対策特別委員会は、大会議室におい

て委員会を開き、正副委員長の互選を行うよ

う、本席から口頭をもって委員会を招集いた

します。

この際、委員会開催のため、暫時休憩しま

す。

午後 １時１８分 休憩

────────────────

午後 １時２２分 再開

○議長（小比類巻雅彦君） それでは、休憩

前に引き続き、会議を開きます。

この際、御報告申し上げます。

先ほど設置されました基地対策特別委員会

の正副委員長の互選の結果、基地対策特別委

員会委員長舩見亮悦委員、副委員長澤口正義

委員。

以上のとおり決定した旨の報告がありまし

た。

─────────────────

◎日程第４１ 議員提出議案第２号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４１ 議

員提出議案第２号閉会中における所管事務調

査の実施について（総務文教常任委員会）を

議題とします。

提案理由の説明を願います。

７番鈴木重正議員の登壇を願います。

○７番（鈴木重正君） 議員提出議案第２号

閉会中における所管事務調査の実施につい

て、その提案理由を御説明申し上げます。

総務文教常任委員会の所管に関する事項に

ついて調査を行い、その結果を議会活動に反

映させ、行政事務の円滑な運営に資するた

め、提案するものであります。

詳細につきましては、議案書に記載のとお

りであります。

議員各位の御賛同をよろしくお願い申し上

げます。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議としたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。

これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第２号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと

認め、議員提出議案第２号閉会中における所

管事務調査の実施について（総務文教常任委

員会）は、原案のとおり決しました。

─────────────────

◎日程第４２ 議員提出議案第３号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４２ 議

員提出議案第３号閉会中における所管事務調

査の実施について（産業建設常任委員会）を

議題とします。

提案理由の説明を願います。

３番加澤明議員の登壇を願います。

○３番（加澤 明君） 議員提出議案第３号

閉会中における所管事務調査の実施につい

て、提案理由を御説明申し上げます。

産業建設常任委員会の所管に関する事項に

ついて調査を行い、その結果を議会活動に反
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映させ、地域開発及び産業振興に資するた

め、提案するものであります。

なお、詳細につきましては、議案書に記載

のとおりであります。

議員各位の御賛同をよろしくお願いいたし

ます。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議としたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。

これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第３号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと

認め、議員提出議案第３号閉会中における所

管事務調査の実施について（産業建設常任委

員会）は、原案のとおり決しました。

─────────────────

◎日程第４３ 議員提出議案第４号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４３ 議

員提出議案第４号閉会中における所管事務調

査の実施について（民生常任委員会）を議題

とします。

提案理由の説明を願います。

８番太田博之議員の登壇を願います。

○８番（太田博之君） 議員提出議案第４号

閉会中における所管事務調査の実施につい

て、提案理由を御説明申し上げます。

民生常任委員会の所管に関する事項につい

て調査を行い、その結果を議会活動に反映さ

せ、市民サービスの向上に資するため、提案

するものであります。

なお、詳細につきましては、議案書に記載

のとおりであります。

議員各位の御賛同をよろしくお願い申し上

げます。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議としたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。

これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第４号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと

認め、議員提出議案第４号閉会中における所

管事務調査の実施について（民生常任委員

会）は、原案のとおり決しました。

─────────────────

◎日程第４４ 議員提出議案第５号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第４４ 議

員提出議案第５号閉会中における継続審査に

ついて（議会運営委員会）を議題とします。

提案理由の説明を願います。

１５番馬場騎一議員の登壇を願います。

○１５番（馬場騎一君） 議員提出議案第５

号閉会中における継続審査について、提案理

由を説明申し上げます。

議会運営に関する事項について調査を行
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い、議会の効率化を図り、円滑な運営に資す

るため、提案するものであります。

なお、詳細については、議案書に記載のと

おりであります。

議員各位の御賛同、よろしくお願いいたし

ます。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議としたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。

これより、質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

続いて、討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第５号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、議員提出議案第５号閉会中における継続

審査について（議会運営委員会）は、原案の

とおり決しました。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、本定例

会に付議された事件は全て議了いたしまし

た。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（小比類巻雅彦君） ここで、特に市

長より発言の申し出がありますので、この

際、発言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２６年三沢市議

会第１回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得ましたので、一言御挨拶申し上げま

す。

今定例会は、去る３月３日開会され、本日

まで１１日間にわたり、平成２６年度三沢市

一般会計予算及び各特別会計等の予算をはじ

め、行政運営上必要な条例の制定等、追加議

案を含め３１案件について慎重なる御審議を

賜り、それぞれ原案どおり御議決、御承認、

御同意を賜りまして、まことに感謝にたえな

いところであります。

御議決賜りました議案の執行に当たりまし

ては、御審議の過程におきまして議員各位か

ら賜りました御意見、御提言等を十分尊重

し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注し

てまいりますので、何とぞ一層の御支援、御

協力をお願い申し上げまして、甚だ簡単であ

りますが、閉会に当たっての御挨拶とさせて

いただきます。

まことに御苦労さまでした。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） これをもって、

平成２６年三沢市議会第１回定例会を閉会し

ます。

午後 １時３３分 閉会
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